
 

 

 

 

 

 

 

 

ハハエエのの防防除除対対策策ををししままししょょうう！！  

 

最近はだいぶあたたかくなってきましたね。気温が高くなるとハエの発

生が目立ってきて、6～7 月、9～10 月が最も活発になるといわれていま

す。対策を怠ると大量発生し、家畜へのストレスや病原体の媒介など深刻な

弊害を生じます。ハエのことを知り、効率的な防除に努めましょう。 

 

【ハエのライフサイクルと対策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卵（約1日） 

うじ 

（約 7 日前後） 

成虫 

（約3週間） 

さなぎ（数日間） 

<幼虫対策> 

・IGR 剤（昆虫成長抑制剤）を幼虫が発生しや

すい堆肥舎や糞尿が溜まっている場所に散布

（月 1 回） 

・オルソ剤や消石灰を堆肥舎に散布（10 日間隔） 

<成虫対策> 

・殺虫剤の散布 

・ハエ取り紙の設置 

・毒餌の設置（砂糖水などに有機リン系や

カーバメイト系の薬剤を混ぜたもの） 

<環境対策> 

畜房内のこまめな除糞・残餌やこぼれた餌の除去・汚水だまりの清掃・通路の清掃を徹底するこ

とにより、ハエが繁殖しにくい環境を作る。 



病名 型 発生地（国） 畜種 発生年月日

H5N5 台湾（2件） ガチョウ 令和2年(2020年)4月7日・21日

H5N6 ベトナム（10件） 家禽 令和2年(2020年)4月11日

ＡＳＦ 韓国(394件) 野生イノシシ
令和2年(2020年)4月1日

　～令和2年(2020年)4月30日

　令和2年(2020年)5月1日現在

高病原性

鳥インフルエンザ

 

令令和和元元年年度度アアルルボボウウイイルルスス動動態態調調査査結結果果  

毎年、アカバネ病・チュウザン病・アイノウイルス感染症による異常産（アルボウイルス感染症）

の流行を監視するために、未越夏牛を対象にアルボウイルス動態調査を実施しております。昨年度は

熊本県内でアカバネ、アイノ、ピートン、イバラキ、サシュペリウイルスの陽転が確認されており（下

図「令和元年度アルボウイルス動態調査結果」参照）、今後も異常産の発生が危惧されます。こ

れを受けて令和 2 年 3 月から球磨及び芦北・水俣地区では、異常産 4 種混合ワクチンの接種を開始

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

新新型型ココロロナナウウイイルルススのの対対応応ににつついいてて  

新型コロナウイルスについては、5 月 4 日現在、政府が全国へ発出した緊急事態宣言が

継続している状況です。先月の家保ニュースでもお伝えしましたが、当所においても、引き

続き会議の開催や一部の業務の実施については検討の上、状況に即した対応をしております。 

※例年 5 月に家畜衛生推進会議を実施しておりましたが、拡大防止のため今回は資料の

配布をもって開催に替えさせていただきます。また、事業の実施については、随時御連絡さ

せていただく形となります。御理解と御協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

 近隣諸国における悪性伝染病発生情報 

令和元年度アルボウイルス動態調査結果 

（熊本県内陽転図） 

アイノウイルス ピートンウイルス イバラキウイルス サシュペリウイルス アカバネウイルス 

8 月陽転 

9 月陽転 

11 月陽転 


